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水澤だよら
　入月の末から九月へかけて，ホ澤の天
氣は罪常に悪く，殆ご吟興の間に漸く三
つか四つの星しか襯測出來なかつ7こ・何
でも一慮算盤に置かれば承知しない男
が，観測者の俸給な口割に勘定して星の
数に割りあてYみ才こら，一．一つの星の見科
が七拾圓近くについてゐ7こさうである．
随分値：のい、星だつナこ・然し幸あSで天
候が回復し六ので，星の値：段も米の相場
t共に暴落し7こ．その後先づ無事に暮し
てみる・去年の夏バンベルヒから買入れ
ブこ天頂儀ば，二二室の建築や何や彼K）で
そのまyi：なってむナこけれご，昨今Pう
rpう据附が終り，九月の初から正式に使
用されてるる・　すくな．くεもこ、一年間
に新口両天項義で同時に目測が行ばれる
筈である．お氣の毒なのにご人の齪測者
川崎，山崎の爾技師で，一晩だつてのび
のびt，枕か高くしてれむる事もなら
す，それでみて責任上うっかり風も引け
ないtいふ始宋であるが，仕方がない・
これ，も前世の戒行のつナこなかった救ぜ
あきらめていナこYhSかう・この同時観測ば
かつて山本先生によって行はれナここミも
あるけれご・今度のば同緯度上に二つの
大天項儀7e置いナこのだから・前のミはか
につtilrしい結果がH，1て入るS思ばれ
ろ・緯度の攣化の観測にばまだまだ謎が
ある様だ・その謎のこれか一つカ㍉この
灘測によって解けない霊も限らない・S
にかく氣長に，ぜいぜい勉強していナこダ
くtしよう・
　薪天頂儀ば壼萬六千入拾勢圓で，註丈
してから三年目に煽いナこものであろ・古
いのよりに口径が心持大きい，前のにく
らべて改1Eされ7こ所もあるが・改悪され
7こ所もある・あちらこちらに矢鱈に目盛
准っけ六り，照明の装置たし実りして，
一見甚だ親切に出來てるろ様に感じるけ
れご，心地に使用して，そこごこに手な
入れて．みるミ，むしろ粗製品叡’ひ7：く
なみ例へば一寸けこネヂが三つちよに
向いてみたり，測算の工合が悪かつ7こ
りしてみる・差引勘定してみるt，頭匡
幾分よくなったが手心悪くなつナこ．バン
ベルヒ老いたりE川崎技師はいってゐ
7こ・
　バンベルヒ毛。．老いナこらうが水澤の秋も
更けナこ，一・過間も前に・むかうの山にに
雪カミ降つす；．　も1猛襲ミそこまで來てる
る・然し何Sいっても水澤ば秋がv・、．
尋安朝ap奈良朝の都プ碇が秋に興じナこ野
lt，世も昭和になつすご今日，もう姻にな
ってしまつナこ・その昔な夢にみて，いs
氣になってそこら准うろついQ⊃るビ百
姓が怒鳴る・あの頃の悠長な心で野山た
樂しみ7こい者vs，もう水澤へ來るより外
にあるまい，東北の野亡山［tほん亡にい
y．秋，遠くまでひろがつ力小松原娼
きのこをあさりながら歩く心地よさ［：　it
確かに命がのびる・山崎技師t川崎技師
iS）　ii，夜鴎親測だして害巨頻嚢に命なの
ばしてみる・あの乗付でば百年の長＄う
ナ；がひなしである・池田技師ば山ばきら
いださうだ・：その代り川へ釣に行く・成
績ば小鮒四五尾ミまりである・いつだつ
す：かこの池田技師・めづらしく鰻葎ごっ
さり釣って來た；Sがあったので・所員
一同恐れ’入り，天氣豫報の旗奄あげなほ
さうtL7こ・それにしてもあまり不思議
だ亡いふので，内々さぐつてみナこ所，二
十世紀の太公望匡，虹矧な針につけろ代
りlt，澄幣局餌來の餌で釣って來六もの
亡分つた・何にしても結構な世の中であ
る．　　　十月十八日　X生
